
１　推進状況及び評価

現状値 目標値（R11） 目標数値の考え方 現状値の出典（年次） R６ R７ R８ R９ R10 R11

体 制 整 備
上川北部

１
現状維持 現状維持

北海道保健福祉部調査
（令和5年4月時点

上川北部
1

二次医療圏では名寄市立総合病院が整備済

3 現状維持 現状維持
厚生労働省精神保健福祉
資料（令和4年度）

２
（R６）

現状維持

4 現状維持 現状維持
厚生労働省精神保健福祉
資料（令和4年度）

8
（R６）

現状より増加

330.1
（全道値）

現状維持
以上

現状維持
以上

厚生労働省精神保健福祉
資料（令和4年度）

330.1
（全道値）

(Ｒ４）

データ更新なし
（厚労省精神保健福祉資料：医療計画指標データ）

２　主な取組の内容等

「上川北部圏域地域推進方針」の推進状況　【令和６年度】

　05  精神疾患の医療連携体制

指標区分 指標名（単位）
地域推進方針における指標 実績数値

令和６年度の評価

認知症疾患医療センター（地域型・連携型）の
整備数（か所）＊二次医療圏ごとに設置

住 民 の
健 康 状 態 等

慢性期入院患者数（65歳以上）（人）

慢性期入院患者数（65歳未満）（人）

精神病床から退院後の１年以内の地域における
平均生活日数（地域平均生活日数）（日）

実　　　　績 課　　　　題 今後の方向性

「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム」の構築を目標とした保健・
医療・福祉関係者による協議の場の設置

精神障がい者地域生活支援事業において、圏域の地域
生活移行支援協議会を２回開催（R6.10.10、R7.3.18）。

実施事業者：上川北部圏域精神障がい者地域生活支援
センター

自立支援協議会等を活用して精神障がい者の地域定着支援に係る
協議の場の設置について、各市町村の現状を把握し、課題の整理が
必要。
３市町村が協議の場を設置済み（R5.10月調査時点）

圏域の地域生活移行支援協議会の開催、市町村支援により、保健・医
療・福祉関係者による協議の場の市町村ごとの実情に合わせた設置を
進める。

取組の内容

精神障がい者地域生活支援事業を実施し、精神科病院と
の連携、地域移行連絡会の開催（月１回）、ピアサポータ
の活用等を行っている。

日中活動の場や退院後の住まいなど生活の場の確保、復職・就職へ
の支援など社会復帰に向けた環境整備、医療機関と地域の相談支
援事業所や障がい福祉サービス事業者との連携等、各市町村にお
ける支援体制の整備が必要。

精神障がい者地域生活支援事業の実施により、入院患者の地域移行・
地域定着の支援を推進するとともに、各市町村における支援体制整備
を推進する。

長期入院後の退院患者や治療中断者等の地域生活を支えるため、医療を含
む多職種チームによるアウトリーチ（訪問）支援の強化

名寄精神障がい者包括的地域支援事業（ＮＡＣＴ）担当者
会議を１回開催（R6.6.25）。

・ＮＡＣＴの対象を「医療が必要と思われる未受診者及び医療中断者」
を中心とし、他機関主催の会議対象と重複しないよう調整している。
・他機関主催の会議においても支援関係者が集まり、病状、生活状
況を共有し、支援方針を検討することで、在宅生活の継続、病状安定
が図られている。

各関係機関が主催の会議や活動を踏まえ、ＮＡＣＴの役割を整理し、精
神障がい者を支える包括的なシステムの構築を目指す。

入院患者の地域移行・地域定着支援の推進

上川北部圏域

1


